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授業内容 

 「行政」といっても、日常生活を送るうえでは、あまり身近に

感じないかもしれません。実際、皆さんが役所に行くのは、引越

しをした時やパスポートを取る時ぐらいでしょうか。しかし私た

ちの生活は様々な行政活動によって支えられていますし、私たち

もまた税金を払うことなどを通じて行政活動を支えています。こ

の講義では、関係がないようで実は身近な行政について考えてい

きます。 
科目概要 

到達目標 

 主に米国の行政学を中心に概説していきます。政治と行政の関

係に悩み、行政の効率を追求することの是非を論じた米国の行政

学者たちの議論を学び、日本の行政を考えるヒントを得ることが、

この講義の目標です。 

授業計画 

（1） オリエンテーション 

（2） 行政学前史 

（3） 米国行政学の系譜 

（4） 猟官制 

（5） 政治行政二分論 

（6） 政治行政融合論 

（7） 科学的管理法 

（8） ギューリックの組織論 

（9） 人間関係論 

（10）現代組織論 

（11）機械的能率観 

（12）社会的能率観 

（13）官僚制① 

（14）官僚制② 

（15）結論（試験について） 

事前学習 
教科書等の該当箇所を事前に読んだうえで、講義に出席してく

ださい。 
自学自習 

事後学習 
教科書や参考文献、講義ノート等の該当箇所を読み返して、

講義内容を確認してください。 

使用教材・ 

参考文献 

【教】堀江湛編『政治学・行政学の基礎知識』一藝社、2004年 

【参】村上弘、佐藤満編著『よくわかる行政学』ミネルヴァ書房、2009年 

西尾勝『行政学（新版）』有斐閣、2001年 

成績評価方法

と基準 

試験により評価します。講義内容がおおむね理解できていると判断されれば、

単位が認定されます。教科書や参考文献からの長文引用、インターネットからの

丸写しなど不誠実な答案は評価の対象外となり、単位は認定されません。 

備考 
講義中に私語をする学生の受講は認めません。学期を通じて注意を2回受けた

学生については、試験を受けることができません。単位は認定されません。 




